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本号ではコドリンガ（ハマキガ科ヒメハマキ
ガ亜科）の侵入警戒調査用フェロモントラップ
に捕獲される蛾類の同定ポイントを解説する。
同調査で捕獲される蛾類は多科にわたるため、

①ハマキガ科の形態的な特徴、②コドリンガが
属するヒメハマキガ亜科とそれに類似するハマ
キガ亜科の見分け方、③コドリンガ及び近年
（1990年～）の同調査で発見、同定されたヒメハ
マキガ亜科 3種を解説する（なお、それ以前（1988
年～ 1990年）に発見、同定されたヒメハマキガ
亜科の 11種（下表）については、平松ら（1992）
の資料を参考としていただきたい）。

①ハマキガ科の形態的な特徴
同科を特徴づける成虫の固有形質として、頭

部前額の鱗片は上部が下向きに、下部が上向き
に生えること（図 1A）、雌の腹部末端にあるパ
ピラ・アナリス（肛乳頭）は楕円形で扁平であ
ること（図 1B）が挙げられる。パピラ・アナリ
スの有無を確認することで、ハマキガ科の雌雄
を容易に判別することができる。

②ヒメハマキガ亜科とハマキガ亜科の見分け方
両亜科を見分ける形態的な特徴として、ヒメ

ハマキガ亜科は触角各小節の鱗片群が 1節あた
り 1列なのに対し（図 2A）、ハマキガ亜科（テ
ングハマキガ族を除く）では 2列であること（図
2B）、前者は後翅中室下縁の脈に長毛列があるが
（図 3→）、後者（テングハマキガ族を除く）で
は欠くことが挙げられる。また、前者は前翅前
縁に鋸状紋が発達するが（図 3→）、後者は欠く。

病害虫の同定に係る技術情報
－チョウ目編 (2)－

図 1　A：グミオオウスツマヒメハマキの頭部
　　　　（矢印方向に鱗片が生じる）
　　B：同雌腹部末端のパピラ・アナリス（点線囲み部）

BA

図 2　触角の背面に分布する鱗片群（→）
A：シロヒメシンクイ、B：アトキハマキ
各小節の境界は、腹面に分布する感覚子（→）をみると
分かり易い

ヒメハマキガ亜科 ハマキガ亜科A B

�※�北：北海道、本：本州、四：四国、九：九州、南：南西諸島

表　コドリンガの侵入警戒調査（フェロモントラップ）で捕獲されたヒメハマキガ亜科
種　名 国内の分布※ 成　虫 寄　主

植　物学　名 和　名 北 本 四 九 南 開張 (mm) 出現（月）
Aterpia issikii イッシキヒメハマキ ○ ○ ○ ○ 10-14 5-9 コナスビ
Saliciphaga acharis ヤナギサザナミヒメハマキ ○ ○ ○ ○ 17-20 6-9 ヤナギ類
Hedya auricristana
H. dimidiana

グミオオウスツマヒメハマキ
シロモンヒメハマキ

○
○
○
○
○
○
○
○

16-22
19-26

5-8
5-8

グミ類
サクラ類

Eucosma campoliliana
E. metzneriana

ニセモンシロスソモンヒメハマキ
トビモンシロヒメハマキ

○ ○ ○ 13-15 5-8 未知
○ ○ ○ ○ 16-25 7-9 キク科

Grapholita delineana
G. scintillana
G. dimorpha

ヨツスジヒメシンクイ
コスソキンモンヒメハマキ
スモモヒメシンクイ

○
○
○

○
○
○

○
○ ○

10-14 5-6,8 アサ科
9-12 4-5,7-9 ヤマハギ
11-14 5-9 バラ科

Pammene adusta イバラムモンヒメハマキ ○ ○ ○ 10.5-12 3-5 ノイバラ
Cydia secretana エンジュヒメハマキ ○ ○ 11-14 7-8 エンジュ

図 3　コドリンガの右前翅及び後翅
　　　（後翅中室下縁：→、前翅前縁：→）
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が作成され、2年間保管されること。
申請者は登録選果こん包施設申請書を施設の

所在する都道府県に提出する。都道府県は提出
された申請書について、タイ向け生果実の選果
こん包施設としての要件が満たされていること
を確認のうえ取りまとめ、登録選果こん包施設
申請一覧表を作成して、四半期ごとの締切日ま
でに植物防疫所に提出する。
４．選果こん包等の実施
主な選果こん包作業等は、次のとおりである。
①�　選果こん包作業の開始前に清掃を行うこ
と。
②�　選果作業は、検疫対象病害虫を発見する
ために適切な照明設備及び選果設備を使用
して標準作業手順書に基づき選果するこ
と。
③�　こん包に用いる容器は、未使用で、清潔
であること。
④�　各こん包の側面に、タイ向けであること
（EXPORT TO THAILAND）、日本産であること、
輸出者名、生果実の名称、登録選果こん包
施設番号及び登録生産園地番号を表示する
こと。
⑤�　登録選果こん包施設の責任者は、登録生
産園地及び品種ごとに重量が記載された書
類を添付したタイ向け輸出生果実選果こん
包実施報告書（以下「選果こん包実施報告
書」という。）を作成し、輸出者に交付す
ること。
⑥�　4品目の場合は、収穫後 24時間以内にこ
ん包すること、及びこん包に通気孔を設け
る場合は通気孔に網等を張るか、こん包全
体を覆うこと。

５．輸出検査
輸出者は、植物等輸出検査申請書（植物防疫

法施行規則第 14号様式（イ））、タイ農業局が
発行する輸入許可証の写し及び選果こん包実施
報告書をあらかじめ輸出検査を希望する植物防
疫所に提出する。
選果こん包実施報告書（添付する書類を含

む。）の入手に時間を要する場合は、その写し
があれば輸出検査申請書を受け付けているの
で、早めの検査申請書類提出にご協力をお願い
する。ただし、写しのままでは輸出検査を実施
できないので、ご注意願いたい。
輸出検査に合格した場合は、植物検疫証明書

が発給される。
６．�タイ検査官による査察及び輸出検査（4品
目に限る）
①�　タイ検査官による登録生産園地及び選果
こん包施設の査察は、初めて輸出を行う前
及び原則として年に 1回行う。

②�　タイ検査官と植物防疫官が合同で、病害
虫の付着がないことを確認する輸出検査を
行う。カボチャミバエが確認された荷口は
不合格となり、生産園地の登録は取り消さ
れる。
なお、タイ検査官による査察及び合同輸出検

査に必要な費用（渡航費、滞在費等）は、輸出
者が負担する必要がある。

■食品衛生に係る証明書等について
これまで植物検疫に係る規則について説明し

てきたが、これとは別に食品衛生の観点から、
選果・こん包施設がタイの定める基準に適合し
ていることの証明が必要な場合等がある。また、
植物検疫以外の規制で対象となる品目は、必ず
しも 13品目と一致しないため、輸出を予定して
いる品目ごとに確認していただきたい。

■おわりに
タイ向けの輸出が順調に伸びているなかで新

たな植物検疫条件が規定され、関係者からの問
い合わせが多く寄せられている。しかし、タイ
の植物検疫条件は、日本だけに求められている
ものでもなく、他国の特別な植物検疫条件に比
べてハードルの高いものでもない。決められた
手続きをとり、的確な措置を行うことで輸出を
続けることができるもので、これ以上の厳しい
検疫条件にならないよう、関係者が各役割を果
たすことも重要である。
今後とも、関係者の植物検疫に対するご理解

とご協力をお願いしたい。

参考資料：
　詳細は、下記植物防疫所ホームページを参照していた
だきたい。
(1)　タイ向け生果実（りんご、日本なし、もも、さくら
んぼ、かき、キウイフルーツ、いちご、ぶどう、なす）
輸出条件の概要：
http://www.maff.go.jp/pps/j/search/attach/thai_apple_strawberry.html
(2)　タイ向け生果実（メロン、すいか、きゅうり、トマト）
輸出条件の概要：
http://www.maff.go.jp/pps/j/search/attach/melon_etc.html
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図　 カボチャミバエ (A) と
その発生調査に用いる
ガロントラップ (B)
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③�コドリンガ及び近年の調査で発見、同定され
たヒメハマキガ亜科 3種の解説

１．コドリンガ（Cydia pomonella）
開張 14-22mm。仁果類が生育する温帯地域（日

本、韓国を除く）に分布し、りんごやなし、く
るみ等の重要害虫である（図 4）。雄交尾器のバ
ルバ（把握器）腹縁部は先端寄りに突起があり、
コドリンガと近縁種を識別する最も重要な識別
点である（図 5A）。挿入器には数本のコルヌティ
（射精嚢棘）をもつ（図 5B）。

２．ニセミドリバエヒメハマキ（Grapholita pavonana）
開張 12.5-16mm。本州、九州に分布し、成虫は

8月に採集されているが、寄主植物は不明。雄
交尾器はテグメン頂部に窪みが生じ、針状のコ
ルヌティの長さはバルバの最もくびれた部分の
幅と同程度である（図 6）。

図 6　�ニセミドリバエヒメハマキの雄交尾器
A：後面（テグメン頂部：→）
B：挿入器先端（コルヌティ：→）
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３．グミウスツマヒメハマキ（Apotomis lacteifascies）
開張 14.5-18mm。北海道、本州、四国、対馬に

分布し、成虫は 5-10月までみられる。幼虫はグ
ミ類を摂食する。前翅は基部に白い帯をもち外
方 1/2が白っぽく、外方が暗色になるコドリンガ

（図 3）との外観による識別は容易である。雄交
尾器はバルバ腹縁部に剛毛群をもち、先端部は
細長い（図 7）。

図 7　グミウスツマヒメハマキの雄交尾器：後面（剛毛群：→）

４．マツツマアカシンムシ（Rhyacionia simulata）
開張 13-16mm。北海道、本州、四国、九州に

分布し、成虫は近畿地方では 2-4月、東北地方
では 4-6月に出現する。幼虫はマツ類の新梢や
球果に潜る。前翅が細長く、他のハマキガ類の
外観と雰囲気は異なる。雄交尾器のバルバ腹縁
部は先端近くに細い突起があり（図 8A）、挿入
器は針状のコルヌティをもつ（図 8B）。

図 8　�マツツマアカシンムシの雄交尾器
A：後面（突起：→）　B：挿入器先端（コルヌティ：→）
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図 4 　�誘殺されたコドリンガ不妊
虫（カナダブリティッシュ
コロンビア州ケロウナ）
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図 5　�コドリンガの雄交尾器
A：後面（突起：→）　B：挿入器先端（コルヌティ：→）


